Internal Communications Assets
CEOまたは人事責任者から従業員へのメールテンプレート
件名：安全で支援的な職場環境の構築について
[同僚の皆様/チームの皆様]へ
家庭内暴力や性的暴力の影響を受ける全ての方々のために、安全で支援的な職場環境を構築するという当社の取り組みの一環として、重要な新たな研修をご案内いたします。
あなたがどなたであれ、どこの出身であれ、誰もが家庭内暴力や性的暴力を経験する可能性があります。特に女性への影響は深刻であり、国連女性機関（UN Women）の推計では、女性の3人に1人が生涯に暴力を経験するとされています。暴力や虐待を経験している人々にとって、職場が唯一の安全な場所となる場合もあります。
「AXA Safe Spaces」は、主要な慈善団体や専門家、NO MOREファウンデーションの支援を得て開発されたオンライン研修です。体験談、専門家の視点、被害者の証言を通じて、以下のスキルを身につけます。
認識：家庭内暴力・性暴力の兆候を見抜く
対応：共感を持って対応する
紹介：被害者を専門サービスへ繋げる
世界200ヶ国以上のヘルプライン・支援サービスが掲載されたNO MOREグローバルディレクトリへアクセスが可能です。
研修への参加は、任意かつ匿名です。ご自身の都合の良い時間に受講でき、こちらからアクセスできます。
https://safespaces-againstviolence.axa.com 
コンテンツに関する注意 
本トレーニングには家庭内暴力および性的暴力に関連するテーマが含まれます。露骨な暴力描写はありませんが、一部の内容が不快感やトラウマを呼び起こす可能性があります。視聴を中断したい場合や負担に感じる場合は、動画やウェブサイトの再生を一時停止・終了し、休憩を取ったり信頼できる人に相談したりすることをお勧めします。
ご質問がある場合、または個人的に気になる点が生じた場合は、サポートをご利用いただけます。[氏名または役職] に秘密厳守でお話しいただくか、[該当する場合、社内サポート/ Employee Assistance Program（従業員支援プログラム）窓口] までご連絡ください。
本研修へのご参加、安全で支援的な環境づくりにご協力をいただき、ありがとうございます。
[氏名]

学習管理システム向けコンテンツ
自社学習管理システム（LMS）で共有する方と学習目標向け。
AXA Safe Spaces研修
所要時間：柔軟に対応 | コアモジュール：30分 | オプションモジュール：各15分
あなたが誰であっても、どこから来た人であっても、家庭内暴力や性的暴力は誰にでも起こり得るものです。特に女性への影響が深刻であり、国連女性機関（UN Women）の推計によれば、女性の3人に1人が一生のうちに暴力を経験しています。暴力や虐待を経験している人々にとって、職場が唯一の安全な場所となる場合があります。
AXA Safe Spacesは、主要な慈善団体や専門家、No MOREファウンデーションの支援を得て開発されたオンライン研修です。体験談、専門家の視点、被害者の証言を通じて、以下のスキルを身につけることができます。
・家庭内暴力や性的暴力の兆候を認識する
・共感を持って対応する
・被害を受けた人を専門サービスに紹介する
世界200カ国以上のヘルプラインや支援サービスが掲載されたNO MOREグローバルディレクトリへご案内します。
研修への参加は、任意かつ匿名です。ご自身の都合の良い時間に完了でき、こちらからアクセスできます。https://safespaces-againstviolence.axa.com

リーダーやマネージャー向けのトーキングポイント
トーキングポイント1：「職場は、誰かにとって唯一の安全な場所である可能性があります」
家庭内暴力や性的暴力は誰にでも起こり得ますが、特に女性への影響が深刻です。国連女性機関（UN Women）の推計によれば、女性の3人に1人が生涯に暴力を経験します。家庭内暴力や性的暴力は職場外で発生することが多いものの、職場は被害者が唯一安全を感じられる場所である可能性があります。自分自身が大切にされ、信じられ、暴力の責任を問われず、支援を受けられる唯一の環境である場合もあるのです。安全で支援的な環境を整えることで、周囲の被害を受けている可能性のある人たちの沈黙を破る手助けとなります。
トーキングポイント2：「本研修は認識向上と理解促進が目的です」
この研修は、家庭内暴力や性暴力に関する専門家となるものでなく、そうなることを目的としたものではありません。AXA Safe Spacesが提供するのは、もっとシンプルなものです。それは、同僚が家庭内暴力や性暴力に遭っている可能性を示す兆候を「認識」し、共感を持って「対応」し、被害を受けた人を専門サービス（NO MOREグローバルディレクトリに掲載されているサービスを含む：https://nomoredirectory.org/）に「紹介」する手助けをします。同僚から支援を求められた状況に直面した際、私たち一人ひとりが取れる行動です。
トーキングポイント3：「研修の進め方に正解はありません、あなた自身の方法で進めてください。」
強制的支配と開示に関するマリアの体験談がこの研修の起点であり、30分で完了できます。その後、経済的虐待、性的暴力、強制的支配と身体的暴力をそれぞれ扱うアンナ、マギー、ポールの追加事例を学習できます。各事例の所要時間は約15分です。このモジュール形式のトレーニングは柔軟性を提供し、最も安心できる箇所から開始し、自身のペースで進めることが可能です。

よくあるご質問
1. AXA Safe Spacesが職場に関連するのはなぜですか？
家庭内暴力や性的暴力は誰にでも起こり得ます。こうした暴力は職場外で発生することが多いものの、職場が唯一安全に感じられる場所である場合もあります。職場は、自分が大切にされていると感じられ、信じられ、暴力の責任を問われず、支援を受けられる唯一の環境かもしれません。安全で支援的な環境を整えることで、周囲で被害を受けているかもしれない人々の沈黙を破る手助けとなります。
2. AXA Safe Spacesの対象者は？
AXA Safe Spacesは全従業員向けに設計され、家庭内暴力や性的暴力に関連する多様な経験への認識と理解を深めることを目的としています。従業員が兆候を認識（Recognize）し、共感を持って対応（Respond）し、被害を受けた人を専門サービスに紹介（Refer）するのを支援する「3R手法」を紹介します。この手法は、家庭内暴力や性的暴力に対処するための実用的で体系的なアプローチとして、世界保健機関（WHO）と国連女性機関（UN Women）によって推進されており、様々な職場環境に適応可能です。
3. AXA Safe Spacesの共有方法
AXA Safe Spacesの社内導入方法（必須研修・任意研修・他研修の一部など）は貴社の判断に委ねられます。支援として、社内・社外向けコミュニケーション用のアセットを用意し、アセットライブラリで提供しています：https://safespaces-againstviolence.axa.com/en/assets/
4. AXA Safe Spacesはトラウマを誘発したり、精神的苦痛を与えたりしますか？
AXA Safe Spacesには家庭内暴力や性的暴力に関連するテーマが含まれています。露骨な暴力描写はありませんが、一部の内容が特定の視聴者に精神的苦痛やトラウマを誘発する可能性があります。視聴中に中断したい、または負担に感じる場合は、動画やウェブサイトの再生を一時停止または終了し、休憩を取ったり、信頼できる人物に支援を求めることを推奨します。各ストーリーの冒頭にはコンテンツ警告が表示され、継続には明示的な同意が必要です。
5. 従業員が地域の専門支援を必要とする場合は？
AXA Safe Spacesでは「NO MOREグローバルディレクトリ」https://nomoredirectory.org/へのアクセスを案内しています。このグローバルディレクトリには、世界200カ国以上のヘルプラインや支援サービスの詳細が掲載されています。
6. ウェブサイト上で個人データは収集されますか？
AXA Safe Spacesウェブサイトは、ログインを要求せず、技術的運用とセキュリティに厳密に必要な範囲（必要なクッキー経由）を超える個人データを収集しません。詳細は利用規約およびクッキーポリシーをご参照ください。
7. 従業員が懸念を抱いた場合は？
疑問を持つことは当然です。AXA Safe Spacesは家庭内暴力や性的暴力の専門家を育成するものではなく、以下の支援を提供することを伝えてください。
このサイトが提供するものは、はるかにシンプルなものです。同僚が家庭内暴力や性的暴力を経験している可能性を示す兆候を認識し、共感を持って対応し、影響を受けた人を専門サービス（NO MOREグローバルディレクトリに掲載されているサービスを含む。https://nomoredirectory.org/）に紹介する手助けをします。これらは、同僚から支援を求められた状況に直面した際、私たち一人ひとりが取れる行動です。
